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１

CHoMsKY（1981)で提唱された統率(government)と束縛(binding)の理論（以下ＧＢ理論と略

す）の枠組では，代名詞的照応形(pronominalanaphoraPRO)について三つの基本的な問題があ

ると言われている．すなわち，ｉ）ＰＲＯはどこに現れるか，ｉｉ）ＰＲＯはどこに現れなければなら

ないか，iii）ＰＲＯの指示はどのように決定されるか，というものである．ｉ）-iii）の問題はそれ

ぞれｉ）統率と束縛の理論の一般原則，ｉｉ）投射の原則(prqiectionprinciple)と格理論(case

theory)，iii）統制理論(controltheory)に依って説明されると仮定されている．本稿で問題にす

るのは，上記の問題ｉ）-iii）と密接に関係するＰＲＯの先行詞（すなわち統制子(controller)）の

特徴である．CHoMsKY(1981：321)は，空範鴫(emptycategory)の痕跡(trace)とＰＲＯを比較し，

それらの特徴の相異を次のように主張している．

（１）Twotypesofsuchemptycategorieshavebeenconsidered:traceandPRO，

Eachofthesehasacertainclusterofproperties：traceisproperlygovemed

andboundedbysuhjacency,andittransimitsratherthanretaining8-role(i，

ｅ､,j蝿唾壁蜘〔蝉_狸_皿巳哩J鯉β迦埋);PROisungovernedandnot
necessarilybounde｡,anddoesnottrasmit8-role(i､e､,itsantecedent,ifithas

９鴫鯉_迦哩§匪嘩型伽嶋)．（点線筆者,以下同様）

(1)を要約すると，ｉ）痕跡は統率されるが，ＰＲＯは統率されない．ｉｉ)痕跡は下接の条件(sub‐

jacencycondition)に従うが,PROは従わない.iii)痕跡の先行詞は独自のβ役割(β(＝theta)‐role）

を持たないが，ＰＲＯの先行詞は独自の８役割を持つ，ということである。本稿では，ＰＲＯの先行

詞は独自のβ役割を持つという第三番目の主張に焦点をあて,その妥当性をCHoMsKYの最近の

研究を踏まえて検討してみたい.'）

２

まず,本稿で問題となる概念をCHoMsKY(1981)に従って定義しておこう．ＰＲＯというのは,(2)

に示すように統率されない(ungovemed)位置に生起する潜在的な主語を指す．

(2)ａ・Ｊｏｈｎtried［ＰＲＯｔｏｗｉｎｌ

ｂ．［PROfInishingmyworkontime]isimportanttome．

(161）



162 登田髄彦

c・［PROlookingup］，Isawhimcomein．

CHoMsKY（1981：165)は統率を次のように定義している．

（３）［β…γ…α､..γ]において，（a)α＝Ｘ･で，（ｂＭはある最大投射(maxi‐

malprQjection)で，ｄはγを支配すると同時にαも支配し，（c)αがγをＣ統
御(c-command)するなら，αはγを統率する．

大ざっぱな言い方をすれば,主語が統率されるためには，［＋tense]の時制辞(INFL＝innection）

が必要とされるので，［－tense]の素姓を持つ不定詞節,動名詞節,分詞節等の主語は統率されな

いことになる.2）

８役割とは，項(argument)(すなわち，何らかの指示機能(refbrentialfimction)を持ち得る表現

で，名称(name)，再帰代名詞，相互代名詞eachother等の照応表現(anaphor)，代名詞等)が文

中で果している行為者(agent)，主題(theme)，着点(goal)というような意味的な役割のことを指

す.項が文中で占める種々 な位置の中で,述語の下位範曜化(subcategorization)に関与するような

8役割を持った位置をβ位置(８position)という．ＣＯＭＰやＶＰの右端のような付加部(adjunct）

は常にβ役割を持たない８位置(non-8position)であるが，主語の位置は８位置であることも８

位置であることもある.3)主語は直接的には厳密下位範鴫化(strictsubcategorization)には係わら

ないが，ＶＰに依って間接的に８役割を付与される．が，(4)のようなseem,ｂｅcertain,受身過去

分詞等を含むＶＰは主語にβ役割を付与することはできず，その主語には８役割を持てない非項

(non･argument）（例えば，イディオムの切れ端(idiomchunk)，形式語it,存在のthere等）がく

ると仮定されている.4）

(4)ａ・Toomuchhasbeenmadeofthisproble､．

ｂ・Itseems(iscertain)thatJohnleft．

ｃ・Ｔｈｅｒｅａｒｅｂｅｌｉｅｖｅｄｔｏｂｅｕｎｉｃｏｍｓｉｎｔhegarden・

一般的に，空範鴫のうちＰＲＯと痕跡とはその先行詞が８位置を占めているかβ位置を占めて

いるかに基づいて区別されると言われている.5)が，(1)の点線部分でも示されているように，ＰＲＯ

の先行詞は常に「８位置にある」というよりはむしろ「独自のβ役割を持つ」という表現の方が

適切であるように思われる．何故なら，(5)と(6)において，ＰＲＯの先行詞は８位置の主語Johnで

あり，Ｊｏｈｎはその痕跡tから受動者(patient)という８役割を受け継いでいるからである.6）

（５）aiterPROreading,Johnwasshott

(6)ａ・Johnwaskidnapped,shavinghimself
b．、TheykidnappedJohn,shavinghimself

以上のことを踏まえて，次節ではCHoMsKY（1981)の主張(7)の検討を行なってみよう．

（７）ＰＲＯの先行詞は独自のβ役割を持つ．

３

具体的な検討の前に，もう少し詳しく８役割の付与の仕組を述べる必要がある．CHoMsKY

(1981：36-8)は(8)のような構造において，語粂的範鴫(lexicalcategory)αは，β(名詞句や節)の

文法機能(grammaticalfimction)とαの語菜項目エントリーに盛り込まれている意味情報に基づ
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いてβに８役割を付与すると論じている．

(8)ａ．［γ…α…β…］
ｂ・［γ…β…α…］

(8)において,αとβはγの直接構成素(immediateconstituent)で,γ＝α(αはＸ理論における

αの主要部(head)で，βはαの補助部(complement)の一つということになる．但し，既述したよ

うに，β役割は厳密下位範鴫化に関与しない主語にもｖＰに依って間接的に付与されると主張さ

れている.7）

さて，(9)では全てのＰＲＯの(イタリックスで示してある)先行詞は８位置にあり，独自のβ役

割を持っているが,8）

(9)ａ．Ｊりん〃promisedMary[PROtoshavehimselfｿherself]．

ｂ・JohntoldMα〃［howPROtodefendherself;/､himself]．
ｃ・Ｊｂﾉｾ〃ｔｏｌｄＭｚ':ｙ［thatitwouldbeinappropriate［PROtopequre
himselfl/herself1]．

(１０の例文についてはどうであろうか．

（ｌ０ａ．Ｐ喪§唖照onthenatureoftheverb,PROiscontrolledeitherbythe
complementoftheverborbyitssubject．（CHoMsKYl981：75）

ｂ・ThefbrmerinterpretationisfbrcedifwereplacedB〃ｂｙｒｈｅ碗,ａねctthat

reducestodiSjointre他renceifweassumeaPROsubject,inwhichcasethis

samePROsubjectwillbesuhjectofﾙ"inthefbrmersentence,迦迦j照
the8-criterion．（CHoMsKYl981：139）

ｃ･’'1lhelpyouifn聖霞廼y・（QuIRKetall985：1122）
ｄ・Unknowntohisclosestadvisers，hehadsecretlynegotiatedwithan

enemyemissary．（QuIRKetall985：1122）

ｅ・Heroseandstoodamomentclutchingthewindow-still,四・g蛭hima
senseofrealityagain;…一一一GALswoRTHY(OHYEl983：181）

点線を施されている語句の直前の位置は統率されていないので,ＰＲＯが存在しなくてはならな

い．これらのＰＲＯの先行詞は，（a)，（d)では後続する主節，（b)，（C)，（e)では先行する直前の

(主)節である(特に,(e)においてＰＲＯの現れる節ではhimselfでなくてｈｉｍとなっていることに注

意)．CHoMsKY(1981)のＧＢ理論における８役割は，項の文中で果している意味的役割であるの

で，ＰＲＯの先行詞として解釈される閏節は８役割を付与する語蕊的な範鴫の主要部がないため，

何れも項として機能せず，８役割を持てない．従って，ＰＲＯの先行詞が圃節それ自身である場合

は，CHoMsKY（1981)の主張(7)は強過ぎることになる．

，更に，ＰＲＯの先行詞が文脈・場面から判定される(11)－(１３１の場合も若干の問題が生じる．

（１１)ａ・馳卿gitmildly,youhavecausedussomein-convenience．
ｂ・Hismoralprinciples,四.陸艇nk2beginandendwithhidowninterests．
ｃ・エq§iWtheleast,theirtechniquesareold-fhshioneｄ

（12)ａ・When4j皿解intherestaurant,ajacketandtiearerequired．
ｂ・Toborrowbooksfromthislibrary,itisnecessarytoregisterasamember

ofthelibrary．

（13）TocheckonthereliabilityofthefIrstexperiment,theexperimentwas
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replicatedwithasecondsetofsubjects．（以上QuIRKetall985：1122-3）

（11)では，ＰＲＯの先行詞はいわゆる遂行節(perfbrmativeclause）（たとえば，ITELLyou）の

主語I，（l’では，不定代名詞のone，形式ばつた科学的書記言語の(l3Iでは，著者(あるいは読者の

I，ｗｅ，you)等である．（１１)において遂行分析を認めれば，先行詞Ｉは主語の位置にあるので８役

割を持つことができる．が,(12),側の場合の先行詞は８役割を持ち得ない．もし,(1)における｢PRO

が先行詞を持つならば」（ifithasone)という条件を，文内に先行詞が顕現している場合と解す

れば，(１１)－(l3Iは主張(7)の反例とはならない．換言すれば，CHoMsKYのＧＢ理論は文文法(sentence

grammar)に属するものであるから，(11)－側のＰＲＯの先行詞に係わる問題は文文法で処理される

べきものではなく，語用論(pragmatics)や談話文法(discoursegrammar)の領域に入ってくるとい

うことである．このことは，ＰＲＯが付加部に現れている(lD-(１３｝の場合に限られるのではなくて，

いわゆる動詞的動名詞(activegerund)が主節の主語にある場合も同様の扱いを受けると思われ

る．

qOTrappingmuskratsbothersMary．
ａ･…shethinksit'snotfbminine．

ｂ、．..sheiscirculatingapetitiontomakeitillegal．（Thompsonl973）

（M)に(a)でなく（b)が付加されると，動名詞の主語はMaryではなくて不定代名詞のoneであ

る．いずれにせよ，ＰＲＯの先行詞は独自の８役割を持つという主張が(lD-q4)の場合に適用可能で

あるかどうかは問題が残ると思われる．

最後に問題としたいのは，CHoMsKY(1981：323-325)が天候のitは形式語のitや存在のthereと

異なり，ＰＲＯの先行詞になり得ると主張していることである．

（llltsometimesrainsanerPROsnowing･

CHoMsKYはＰＲＯの先行詞は普通指示的(referential)であることから，項を潜在的に指示機能を持

つ真の項(trueargument)と天候のitのようにこの機能を持たない（と仮定している）擬似項

(quasi-argument)の二種類に分類し，後者にもβ役割が付与されると仮定している．このことは，

CHoMsKYの引用している(16)の例から分かるように,snowのような天候の動詞(weatherwerb)の

主語は天候のitが主節にある場合を除いてはＰＲＯになり得ないという事実から来ている．

Ｉwant[it／､PROtosnow]．

[Forit／傘PROtosnowallday]wouldbeanuisance．

[Its／*PROsnowingallday]wouldbeanuisance．

[1t／､PROhavingsnowedallday],Idecidedtostayhome．

●
●
●
●

《
α
ｏ
ｎ
》
《
》
ｎ
何
》

側

問題は,CHoMsKYが天候のitを指示機能を持たないと仮定している点である.BoLINGER(1977:77

-87)も指摘しているように，もし天候のitが言語外の環境を指示する機能を持つのであれば,疑

似項というその場限りの(adhoc)の概念は不必要となり，天候のitもいわゆる真の項として考え

てよいことになる(天候のitがＰＲＯの先行詞になり得るということは，それが指示機能を持つと

いうことを示しているとも言えるのではないだろうか)．

上述の議論から明らかなように，ＰＲＯの先行詞として文をとる(１０｝の場合がCHoMsKY（1981)の

主張に(7)にとって一番問題になる．次節では，CHoMsKY(l986a,b)の研究も踏まえて，先行詞と

しての文にβ役割を付与する可能性を探ることにする．

登田寵彦
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４

CHoMsKY（1981：36)はβ位置として(17)の［］で囲まれた位置を挙げている．

伽ａ．［They］persuaded[John］［that[he]shouldleave]．
ｂ・［ｗｅ]ｈｏｌｄ［that[thesetruthes]ａｒｅ[selfevident]]．

ｃ・［ｗｅ]ｈｏｌｄ［[thesetruthes]ｔｏｂｅ[selfevident]]．

ｄ・Itisheld[that[thesetruthes]are[selfevident]]．
ｅ・Thesetruthesareheld［[t]ｔｏｂｅ[selfevident]]．

ｆ・［Thesetruthes］ａｒｅ[selfevident]、

９．［ｗｅ]put[thebooks］［ｏｎ[thetable]]．
ｈ・Thebookswereput[t］［ｏｎ[thetable]］
ｉ・Advantagewastakentof[Bill]．

165

伽で注意すべきことは，括弧付けられた表現は全てＸ理論における最大投射，すなわちＮＰ，

Ｓ，ＡＰ，ＰＰである（CHoMsKYl981：138,,.13)．つまり，８位置に来る（すなわちβ役割を持

つ)ことのできる範曜は最大投射でなくてはならない．これは，(8)においてはαはβの主要部で

あり，βはαの補助部であることから導き出される．が，興味深いことには，この最大投射とい

う概念の定義はCHoMsKY(l986a,b)において修正されている．Ｘ理論は側のように規定され,語
一

葉的範鴫の最大投射であるＮＰ＝Ｎ，ＶＰ＝Ｖ，ＰＰ＝Ｐ，ＡＰ＝Ａに加えて，従来のＳやＳ範鴫も
ー

非語葉的範鴫(non-lexicalcategory)IＮＦＬ（＝I)やＣＯＭP(＝Ｃ)を主要部とした最大投射IP＝Ｉ，

CP＝Ｃであるとして捉えられている.9）
－＝

（ｌ８Ｉａ．Ｘ＝ＸＸ．
ー 一一

ｂ、Ｘ＝Ｘ心Ｘ

従って，従来のＳとＳはそれぞれ概略(l9a)と(l9b)の構造を持つことになる．
ー

（19ﾘａ．Ｓ＝Ｉ＝[NP[TINFL[vpV…]]］
一 一

ｂ、Ｓ＝Ｃ＝[..．[でＣＩ]］

他方,８役割付与の描造条件は基本的にはCHOMsKY(l986b:14)においても保持され,厳密下位

範鴫化に関する直接的なβ役割付与は側のように定義されている．

側αはβと姉妹(sister)関係にある時にのみβを直接的に８標示(８－mark）
する．

例えば，動詞の目的語は主要部である動詞に依って８役割を付与される．更に興味深いことに

は，動詞句ＶＰは非語蕊的範畷の主要部INFLに依って役割を付与されると仮定されていること

である．また，主語のβ役割は，CHoMsKY(1981)の考え方ではＶＰに依って間接的に付与された

が，CHoMsKY（l986a)の分析においては，ＩＮＦＬに依って付与されると主張されている．要する

に，８役割を付与する範鴫はCHoMsKY(1981)のＧＢ理論ではＶ，ＶＰのような語乗的範購のみで

あったのに対して,CHoMsKY(l986a,ｂ)理論では,INFL,INFＬのような非語蕊的範購にも拡大さ

れている．

本稿では，更に一歩進んで,非語葉的範畷のCOMPにも8役割付与の資格を与え,(21)を提案する．
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－－

(21）ＣＯＭＰはIＮＦＬを８標示する．

CHoMsKY（l986a,ｂ)の理論において，ＩNFL，ＩＮＦＬ等の非語葉的範曜にまでβ標示の資格が

与えられたのであれば，ＣＯＭＰにもその資格が与えられても理論上自然なもののようＩに思える．

CＯＭＰは補部としてIＮＦＬ(＝S)を取る主要部であるので,基本的にはＶがＮＰをβ標示するの

と同様に，ＣＯＭＰはIＮＦＬをβ標示する．

さて，問題のＰＲＯの先行詞としての主節のＣＯＭＰは空(null)で補文標識が顕現することはな

いが，本稿は，CHoMsKYandLAsNIK（1977:456)の意味でのゼロ形態素(zeromorphemed)が

COMＰ内に存在すると仮定する．従って,主節はＩＰではなくてＣＰの構造を持つことになる．(21）

によって,主節のIＰはＣＯＭＰから８役割を付与されるので,主節がＰＲＯの先行詞であると言う

場合,厳密に言えば,その先行詞は節全体のＣＰでなくて，８役割を持つＩｐということになる.'０）

残る問題は，ＩＰにどのような８役割が付与されるかということである．現在のところ，筆者は明

確な答を持ちあわせていないが，命題(proposition)とでも呼べるようなβ役割をＩＰは付与され

ると仮定しておく．''）

以上の議論が正しければ，問題の(１０におけるＰＲＯの先行詞となる(主)節も独自のβ役割を持

ち,(7)を満足する．その結果,痕跡とＰＲＯは少なくとも８役割に関して明確な対立を保持するこ

とになる．

５

本稿では以下のことを行なった．

ｉ）ＰＲＯの先行詞は独自のβ役割を持つというCHoMsKY(1981)のＧＢ理論の主張は，主節が

ＰＲＯの先行詞として選ばれる場合はその主節への８役割付与が不可能であるので，強過ぎ

ることを指摘した．

ｉｉ）主節に８役割（例えば「命題」という役割）を付与するために，CHoMsKY(l986a,ｂ)の理

論の枠組でＣＯＭＰはIＮＦＬ(＝S)に８役割を付与するという代案を提示した．

以上の議論から，CHoMsKY(l986a,ｂ)でのＧＢ理論の修正は，少なくとも８役割付与に関する

言語事実に対して，より一般性の高い説明を与える可能性があるという点で発展的変化であるこ

とが明らかになった．

注

＊草稿の段階で阿部幸一氏から貴重なコメントを頂蛾した.'記して感謝の意を表したい．尚，拙稿に残

っている不備は筆者自身のものである．

l）注目すべきことは，CHoMsKY（1981）のＰＲＯと痕跡の分析に異識を唱えるBoucHARD（1984）の分

析においても，ＰＲＯと痕跡の先行詞は独自のβ役割の有無の点で異なるというCHoMskYの主彊は保

持されている．詳細はBoUcHARD（1984:203)参照．

2）主語にＰＲＯが来る節には他にｉ）のようなIＮＦＬと連結詞(copula)を欠く小節(smalIclauSe)があ
る．

ｉ）Johnlenlheroom［PROangry]、
3）中島（1984:54）参照．
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